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≪第20回総会報告≫  

支持基盤の拡充に取り組む 

2020年度以降の活動に向けて 

 

カンボジア教育支援基金（KEAF）の第 20 回総会を

11 月 25 日(日)、新宿・市谷の JICA 地球広場会議室で

開いて、2018年度の１年間の活動を締めくくり、現在の

2019年度の活動計画について討議し、それぞれ承認を得

た。 

2018 年度は財政上の理由から奨学金プログラムの縮

小に入って2年目だった。カンボジアの大きな変化を見

ながら財政と支援のバランスをやりくりする状況は続くだろう。総会ではこれを「ジリ貧」に堕するのではなく、

2019年9月からの2020年度とその先を見越した活気ある活動をどう進めるかを話し合った。（写真：プレアンドウ

ン高校奨学生、校長らと、2018年11月）。 

 

 ◇2018-19年度の活動 

奨学金 高校生奨学金の年額50ドルは維持しつつ、人数枠をピーク時〈2016年度〉の165 人から 150人にま

で減らした。中途退学者が出て実数は144人だった。この実績の上に2019年度は140人にしている。 

大学生奨学金も 17 年度の新入生を最後に新規募集は取りやめ、金額も 100 ル減額して 400 ドルにして 2 年目。

奨学生は3年生と４年生の各1人の2人だけ。2019年7月に最後の１人が卒業。2009年度に始まった大学生奨学

金は11年間で11人を社会に送り出して終わる。教員養成所奨学

生は今年度10人と最高になった。金額は年100ドル。2019年度

にはプロモルプロム高校出の新しい１年生2人が加わり、定員枠

は 12 人に。先生になって郷里の学校に戻るケースが多く、支援

効果が目に見えやすい。カンボジア政府は教員養成制度の改革を

計画中といわれるが、この基本枠はこれからも維持したい（写真：

奨学金を受けとり受領証にサインする奨学生、同）。 

教材・教科書 教科書支援は所期の目的をほぼ達成したとして、

17年度から支援の重点を辞書や、副読本、一般教養書などに移し

ている。18∼19 年度はこれを踏襲した。ノート、鉛筆、ボールペ

ン、チョーク、先生用のパソコン用紙・インクなどの支援はプノ

ンペンでの現地調達によって例年通りに継続した。支援者から多

数寄せられている各種学用品、カバン、衣類、サッカーボール、デジカメなどは、現地訪問のたびに航空便の制限

いっぱいの量を持ち込んで配っているが、まださばききれない。 

ホームページ ホームページに「サッカー教室」の動画を初めて載せたのに続いて、現地での支援活動の動画を

掲載。会報『カンボジア通信』のバックナンバーの掲載は完了した。 

「サッカー教室」 カンボジアでの第7回「サッカー教室」は2017年12月23日から31日まで、例年通りに支援各学

校と養護施設、体育教員養成学校などなど11カ所で開校した。 
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◇2020年度（2019.10-2020.9）以降の活動方針 

 

KEAF活動は2015年度をピークに、2016年度から縮小に

入っている。直接的な引き金になったのは、アベノミクスに

よる急速な円安で一気に財政が圧迫されたことだった。加え

て「KEAF 世代」（支援活動に携わるスタッフと、その友人

である支援者の皆さん）の高齢化がじわりとのしかかってき

た。 

総会に提出している 2019 年度活動予算（2018 年 10 月∼

2019 年 9 月、現在執行中）では、高校奨学生は最大だった

2015年度の165人から25人減の140人、大学奨学生は2014

年の最大７人から1人になり、大学奨学生はこの１人を最後

に廃止する。  

教員養成所奨学生は2019年度から12人の枠が埋まったところなので、当面はこれを維持したいと考えている。 

「サッカー教室」は千葉・八街のNGO「アカデミックスポーツクラブ」が「カンボジア smile チャリティ＠八街サッ

カー大会」を2016年2月と2017年2月の2回開催、集まったカンパ、計24万円余りを「サッカー教室」の資金に提

供してくれた。しかし、経費を賄えるには至らなかった。2019年度の「サッカー教室」実施（8回目に当たる）の見通

しは立っていない。 

支援活動の縮小3年目の2019年度予算に組んだ支援計画と収入予算の120万円をモデルにして、2020年度以降の財

政の推移を想定すると、2020年度当初の繰越金 290万円を順次取り崩し、2023年度に 繰越金残高は 22万8,000円

となって、活動継続は難しくなる。 

カンボジアはフン・セン政権の長期独裁の下で高度経済成長が続いているが、そのトリクルダウン（波及効果）は

KEAF が支援する農村にはほとんど及んではいない。活動継続の必要性は変わっていない。（写真はアスペカ養護施設

訪問）。   

▬第20回総会報告終わり▬             

・━・━・━・━・━・━・━・━・━・━・━・   ━・━・━・━・━・━・━・━・━・ 
 

≪11月現地訪問報告≫ 

 ４階建て新校舎にサッカー・グラウンド  

高校で英会話の相手務める 

乾季も変わらないぬかるみ道 

 

                内田 義博 

2019 年度前期分の奨学金支給や補助教材などの支援の

ために 11 月はじめの 1 週間、カンボジアの支援校や施設

を訪問しました。担当は久保田信一さんと我輩(内田義博)

にKEAFファミリーの一員、石山真之介君（★）。奨学金支給は高校生140人、教員養成所学生6人。教材や学用

品は15カ所（高、中、小学校と養護施設1）の奨学金支給者のうち2人が退学していました。１人は生活苦のため

働きに、もう１人はプノンペンに転居したとのことでした。 

（★）編集者注：事務局石山路子さんの甥、石山健吉さんの息子さん。カンボジア戦争中、クメールージュの支配地域

で取材中に病死した石山幸基・共同通信プノンペン支局長の孫にあたる。父健吉さんはNHK記者。真之介君は父の転勤

で、マニラや米国・ワシントンで生活、米国の高校を卒業して帰国、大学の受験準備中。 

 

新校舎、周りがキレイに 

プレアンドウン高校では４階建て新校舎が80％完成、敷地も広大だ（上の写真）。コンポントウラバイ高校でも３

階建て校舎は90％完成、外壁は白で周辺の緑多い環境にピッタリ。どの学校でも３年前は校庭に木ボックリ、動物
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のフン、さらに缶ジュースのへたなどが沢山あり、サッカーをする

には程遠い環境だったが、相当キレイになっていました。 

チョーティアル中学の校庭は様変わり。入口の周辺の池など埋め

立てられグラウンドは広くなっていました。そこに立派なサッカー

ゴールが立てられていました（右の写真）。 

 

生徒と真剣に英会話 

石山真之介君は、訪問先の各高校の英語のクラスに入れてもらい、

20分ほど流暢な英語で自分のことを話した後、生徒たちの英会話の

相手を務めました。生徒から数多くの質問が出ました。 

なぜ英語がうまいのか？ 

彼はフィリピンに滞在した２年間は全く英語が出来ず、友達も作れなかったが、ワシントン郊外の高校に転校し

てから２年間、 徹底して勉強したと。生徒達は真剣な眼差しで何か

心に刻んでいたように見えたのが印象的でした(左の写真：右側が真

之介君。コンポントウラバイ高校で)。 

横綱白鵬、鶴竜、稀勢の里、大関栃ノ心、その他の関取の写真も

見てもらいました。クラスの生徒はじめ校長、教頭、担任教師のぼ

ぼ全員がTV で知っていました。但し稀勢の里を除いてモンゴルと

ジョージア出身とまでは知られていませんでした。カンボジアの力

士は今現在、大相撲界にはいません（我輩は大栄翔関後援会メンバー）。

将来カンボジア出身の力士が活躍している姿を見てみたいものだ。

ちなみに３年前、お寿司のパンフレットを見てもらいましたが、低

学年だったこともありほぼ全員、食べたことも、また見たことも無

いとのことでした。 

 

続々と大型モール          

真新しくなった空港近くのイオンのモールのそばに２つばかり大型モールが又出来るとか！そのイオンのモー

ルの屋上には桜の花が満開に咲かされ、若者のツーショットのデートスッポットになっていました。桜の花は巧妙

に出来たニセモノでした。        

今回のカンボジアでの車の走行距離は総計446キロでした。ちなみに、スヴァイリエン、プレイヴェン両州に亘

る走行距離は326キロでした。 

国道１号線のメコン川に架かる翼橋 (日本が建設)は３年前には建設中でしたが完成、今はとても快適でアッとい

う間にメコン川を渡り、ネルーンの我輩達が泊まるホテルに到着しました、翌日早朝、はしけ（今まではメコン川

をフェリーで）を見てきました、今も利用していましたが、更に立派なはしけ！なる物を建設中で、夜はライトア

ップもできる様な工事もしていました。又、ホテルの傍の国道1号線は約１メートルほじくり土の入れ替え、イン

フラ工事中でした。 

 

大雨で道路寸断 

乾季 (11月から) に入ったとはいえKEAF支援校の一つ、プレイトー

プ中・小学校は 10 日前の大雨で途中の道路が泥沼で前に進めず、訪問

はギブアップ（右の写真）。空港周辺は近代化が進んでいるのは体で感じ

ましたが、我輩が泊まっている宿の近辺もインフラ工事が進んでいるも

のの、少し入った市場街は３年前と同じに感じました。  

１号線を挟んだ裏町街はまだ薄暗い早朝の事もあり、大きな牛が道端

にゴロゴロ寝ていたり、犬に吠えられたり。その犬が後を付いてきたり

したので怖くなり引き返してきました。 
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    (神奈川)      (神奈川)      (東京)     (神奈川)     (東京)      

(東京)     (東京)     (秋田)      (長野)     (東京)       (神奈川)      

(東京)     (東京)     (埼玉)     (神奈川)     (東京)     .・   (東京)  

    (熊本)     (東京)     ・    (東京)     (東京)     (神奈川)  

    (東京)     (東京)     (千葉)     (奈良)     (東京)     (神奈川)  

    (東京)      (東京)     (神奈川)     (東京)     (東京)      (東京)  

    (神奈川)      (東京)     (千葉)     (東京)     (東京)     (神奈川)  

    (東京)     (東京)     (東京)     (東京) 

※お名前は個人情報なので伏せて掲載しています。 ※写真つき奨学生紹介の４～７頁は個人情報保護のため省略

━・━・━・━・━・━・━・━・━・━━・━ 

◇物品支援ありがとうございました 

━・━━・━・━━・━・・━━・━・・━ 

 
    様(神奈川): 手提げかばん6、鉛筆（黒、カラ 

ーなど）99 本、鉛筆削り・消しゴム・ホチキスなど、

スタティック・メモとマイタックラベル。 

     様(東京)：トートバッグ４． 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

日本は何をすべきか 

 プノンペン訪問で感じたこと２つ 

 同行許してくれた皆さんに感謝 

 

石山真之介                                       

今回の 11 月のカンボジア遠征に同行させていた

だいた、石山真之介です。まず始めに、この機会を

実現させるために手を貸してくださったたくさん

の方々、私の祖母、叔母、両親、そして KEAF の

皆さんに改めて感謝をしたいと思います。 

カンボジアに行って気づいたことは山程あります

が、大きなこととして二つ、プノンペンの市街で気

づいたこと一つとネッルーン(編集者注：プレイヴェ

ンとスヴァイリエン両州)の学校を訪れて気づいたこ

と一つを書かせていただきます。 

プノンペンの街を車の窓から眺めているとまず驚

かされるのは車の多さです。しかし、よく見てみる

とそのほとんどが日本製の車だということに気づ

きます。そして道路の両側に連なる数々のお店、こ

れもよく見るとほとんどが中国企業の販売店だと

いうことに気づきます。上を見上げれば日本から送

られてきた電灯、交通信号、カンボジアにはアジア

の先進国からの影響が予想以上に大きいものなの

だと知りました。 

しかし他国からの影響は、この遠征の本題である

ネッルーンの学校訪問でも感じることがありまし

た。プレアンドゥン高校の校長先生の話によると、

カンボジアの国家試験で最高成績の「Ａ」を獲得し 

 

た生徒は皆、中国政府の全負担で中国に留学が出来

るそうです。 

優秀な生徒達を中国で学ばせることにより、将来

のカンボジアを支えていく人材を中国育ちの社会

人にしていく策は、中国が東南アジアの影響力を根

こそぎ勝ち取ろうとしている事実とそれを実現可

能とさせる資金力を見せています。 

まだ18歳になったばかりの私にはわからないこ

とは沢山ありますが、急成長を続ける中国経済をこ

のまま放っておくと東南アジアは中国の言うこと

を聞かざるを得なくなってしまうのではないかと

思います。アメリカはこれに対して激しく反発して

いますが、果たして日本は見ているだけでいいのか。

アメリカと中国の次にGDPが高い国として何かする

べきだと私は思います。 
 （写真：教室での英語の対話のあと女子生徒と交流す

る石山真之介君。プレアンドウン高校で）。 

 

一郎(神奈川)杉山みどり(東京)川名はつ子(東京)青木義明(神奈川)植村清志(神奈川)山崎淑雄(東京)伊

藤道彦(東京)深川安明(東京)大園弘敬(東京)中原鐵治(神奈川)川本和彦(東京)鈴木守(東京)石山路子

(神奈川)一木栄子(東京)吉田敦子(東京)森谷吉男(群馬)吉川和雄(東京)岡村大祐(大阪)黒岩徹(東京)中

村美紀(埼玉)田野稔郎(東京)東京ワシントンプレス夫人会(東京)小林暢子(千葉)川崎建物商事㈱内 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

英子(神奈川)宇山博(大阪)小岩井忠道(東京)常葉謙二・俊子(神奈川） 

 

 

 

 

 

 

あ り が と う ご ざ い ま し た（2018年9月01日～2018年 11月15日） 

年会費、寄付金、奨学金をお振込頂きました方々に心からお礼申し上げます 

（敬称略させていただきます） 

 

 
年会費､寄付金､奨学金をお振り込みくださった方々に心からお礼申し上げます（敬称略させていただき

ます） 


